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１．はじめに 

 発表者は、特定領域研究「日本語コーパス」言語政策班（代表；田中牧郎氏）の一員と

して、コーパスの国語教育への応用を模索してきた。本発表では、国語科学習指導、特に

漢字・語彙指導においてコーパスの果たす役割について述べる。常用漢字表の改定に伴い、

国語教育で指導すべき漢字について、改めて検証することが求められている。ここでは、

言語政策班で作成した「教科書コーパス」を用いて、指導すべき常用漢字の選定のための

資料の提示を行う。 

 また文学教材において指導すべき語彙とその指導方法について、「現代日本語書き言葉均

衡コーパス」をもとに設定された、「語彙レベル」を用いた提案を行う。 

 コーパスの国語教育への応用として、これまでコーパスを活用した新たな教材の開発や、

ICT 教材の一つとしてコーパスを授業で活用することなどを試みてきた。それらの開発・

活用は今後も継続する課題である。今回の提案は、従来の国語科の指導事項や指導方法を、

コーパスを用いて評価し、その指導の根拠を与えるというものである。今回は、漢字・語

彙指導に焦点を当てているが、様々な国語科の学習の「指導の根拠」として、コーパスは

これから大きな役割を果たしていくものと考えている。 

 

２．指導すべき漢字の選定 

平成 22 年 11 月、改定常用漢字表が内閣告示された。これまで 1945 字であった常用漢字

は、196 字追加、5 字削除により、計 2136 字になった。改定に伴い、中学校国語科で学年

別に取り扱う常用漢字の数が増加されたが、具体的に、どの漢字をいつ指導するかは定め

られていない。 

常用漢字表の性格は、「一般の社会生活における漢字使用の目安」とされている。またそ

の「一般の社会生活における漢字使用」とは、「義務教育における学習を終えた後、ある程

度実社会や学校での生活を経た人を対象として考え」ているとされている。一方国語教育

においても、子どもの生活に資する漢字指導を施すことが求められている。その上で、中

学校終了時までに「常用漢字の大体を読むこと」を指導することになっている。 

では漢字使用の場面において、具体的にどこまでが、国語教育の想定する子どもの現在

の「生活」で、どこからが、常用漢字表の想定する将来の「一般の社会生活」なのか。社

会生活の場面を区切り、その境を実証的に明らかにすることは現状では困難である。そこ

で次善の策として、「教科書」における漢字の読み書きを、まずは子どもの生活における漢

字使用の場面と位置づけたい。教科書は子どもの日常生活（学校生活）の基幹であり、そ
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の内容は、子どもを社会生活へと導く手だてである。各教科の教科書で、出現頻度の高い

漢字、重要度の高い漢字を、まずは子どもの生活に必要な漢字ととらえたい。そしてその

上で、今後、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」等を用いて、「一般の社会生活」におけ

る漢字使用の状況を明らかにしていきたい。 

今回はまず、全常用漢字 2136 字の、小中学校教科書における出現状況を概観する。また、

教科別の常用漢字の出現頻度を示し、指導方法について提言を行う。さらに、教科書にお

ける出現順位と、常用漢字表の改定の際に使用された「漢字出現頻度表順位対照表」の順

位とを比較、検討し、中学校における段階的な常用漢字の指導の、一つの指針となるデー

タを提示する。 

 尚、こうした漢字に関する考察は、言語政策班において、相澤正夫氏や棚橋尚子氏らに

よって進められてきた。本発表はそれらの研究より教示を仰いでいる。 

 以下、発表時に掲示する資料の一部とその概要を述べる。 

 

［資料１］ 小中学校教科書 常用漢字出現順位総合表 

 小中学校教科書における出現順位を軸に、全常用漢字 2136 字の、各教科における順位を

示したものである。漢字の種類を、［教育］（学年別漢字配当表に示された漢字、1006 字）、

［常用］（改定前から常用漢字表にあり、［教育］以外の漢字、934 字）、［新規］（新しく常

用漢字表に加えられた漢字、196 字）に区分している。発表時に資料を提示する。 

 

［資料２］ 小中学校教科書順位 種類別出現状況表     

［資料２］は、常用漢字の種類（［教育］、［常用］、［新規］）の教科書における出現傾向

をつかむために作成したものである。250 字ごとの、［教育］、［常用］、［新規］漢字の割合

を示している。1 位から 1000 位まででは、［教育］漢字の割合が高く、1000 位以降は、［常

用］漢字の割合が高くなっている。 

 

小中学校教科書順位 ［教育］  ［常用］  ［新規］  

１  ～  ２５０ 250 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 

２５１ ～ ５００ 245 98.0% 4 1.6% 1 0.4% 

５０１ ～ ７５０ 219 85.9% 34 13.3% 2 0.8% 

７５１ ～１０００ 159 64.9% 83 33.9% 3 1.2% 

１００１～１２５０ 99 39.4% 144 57.4% 8 3.2% 

１２５１～１５００ 29 11.5% 215 85.0% 9 3.6% 

１５０１～１７５０ 3 1.2% 228 91.2% 19 7.6% 

１７５１～２０００ 2 0.7% 221 81.0% 50 18.3% 

２００１～２１３６ 0 0.0% 5 4.6% 104 95.4% 

 
1006 47.1% 934 43.7% 196 9.2% 

 

［資料３］ ① 小中学校教科書順位上位 ［常用］漢字表         
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    ② 書籍順位上位 ［常用］漢字表 

    ③ 小中学校教科書順位上位 ［新規］漢字表 

    ④ 書籍順位上位 ［新規］漢字表 

    ⑤ 小中学校教科書順位下位 ［教育］漢字表 

    ⑥ 書籍順位下位 ［教育］漢字表  

 

［資料３］は、資料２で把握した傾向をもとに、どの［常用］、［新規］漢字が出現上位

となっているのか、またどの［教育］漢字が出現下位となっているのかを示したものであ

る。また対照として、常用漢字表の改定の際に使用された、凸版印刷作成による「漢字出

現頻度表順位対照表」のデータを借り、［書籍順位］として付記している。①は、教科書の

上位に入る［常用］漢字を示している。色のついている漢字は、対照の書籍順位では上位

には入らないことを示している。②は、書籍で上位に入る［常用］漢字を示している。①、

②を見ると、教科書と書籍では、数の違いだけではなく、上位となる［常用］漢字そのも

のに違いがあることが分かる。③、④は、教科書、書籍で上位に入る［新規］漢字を示し

ている。［新規］上位漢字では、書籍では上位に来ても教科書では上位に来ない漢字が多い。

また⑤、⑥は教科書、書籍で下位となる漢字を示している。下位漢字では、書籍では下位

に来ても教科書では比較的上位に来る漢字が多い。特に「秒」（661 位）、「磁」（553 位）、

「銅」（563 位）、「径」（553 位）など、教科書ではかなり上位に入る［教育］漢字が、書籍

では下位になる。（⑤、⑥については、発表時に資料を提示する。） 

 

①小中学校教科書順位上位［常用］      ②書籍順位上位 ［常用］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中順位 常用 書籍順位 

264 環 713 

390 江 290 

430 響 694 

452 影 500 

506 鮮 592 

507 震 822 

511 項 1154 

513 僕 454 

517 違 255 

535 徴 965 

544 離 396 

555 施 730 

559 胞 1239 

565 介 376 

576 換 924 

576 溶 1545 

605 歳 268 

622 彼 53 

631 弦 1931 

636 吉 256 

650 沢 569 

653 舞 633 

653 抗 809 

657 縄 1072 

書籍順位 常用 小中順位 

53 彼 622 

91 郎 697 

181 込 876 

255 違 517 

256 吉 636 

268 歳 605 

272 井 743 

290 江 390 

349 御 793 

370 突 1001 

376 介 565 

396 離 544 

423 撃 1069 

429 振 826 

452 奥 1147 

454 僕 513 

455 佐 1130 

456 頼 870 

476 渡 882 

477 与 791 

495 抜 1078 

500 影 452 

505 香 899 

508 企 728 
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③ 小中学校教科書順位上位［新規］     ④ 書籍順位上位 ［新規］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［資料４］各教科出現順位上位漢字表 

 ［資料４］は、［国語］以外の各教科の、出現順位上位の漢字を列挙したものである。そ

れぞれ［国語］の順位を対照させてある。一瞥して、各教科の学習内容に沿う漢字が多い

ことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中順位 新規 書籍順位 

465 岡 532 

688 阪 855 

743 奈 786 

779 藤 264 

796 韓 860 

955 鹿 1022 

 

書籍順位 新規 小中順位 

264 藤 779 

414 誰 1651 

474 俺 2064 

532 岡 465 

561 頃 1815 

786 奈 743 

855 阪 688 

860 韓 796 

909 弥 1006 

985 那 1298 

 

［資料４］ 各教科出現順位上位漢字表(一部) 
        

                数学順位 数学 国語順位 
 
理科順位 理科 国語順位 

 
社会順位 社会 国語順位 

 
外国順位 外国 国語順位 

 
1 数 153 

 
1 物 33 

 
1 国 84 

 
1 語 9 

 
2 形 57 

 
2 水 91 

 
2 人 1 

 
2 話 23 

 
3 方 15 

 
3 気 36 

 
3 地 61 

 
3 言 4 

 
4 算 1031 

 
4 電 334 

 
4 日 13 

 
4 句 194 

 
5 角 539 

 
5 化 173 

 
5 本 17 

 
5 対 131 

 
6 分 6 

 
6 動 54 

 
6 大 14 

 
6 覚 371 

 
7 何 55 

 
7 調 68 

 
7 年 34 

 
7 聞 58 

 
8 式 369 

 
8 体 60 

 
8 生 11 

 
8 文 8 

 
9 表 20 

 
9 変 103 

 
9 中 12 

 
9 書 3 

 
10 長 95 

 
10 図 159 

 
10 業 269 

 
10 日 13 

 
11 次 52 

 
11 酸 1144 

 
11 調 68 

 
11 表 20 

 
12 考 22 

 
12 地 61 

 
12 行 31 

 
12 人 1 

 
13 求 523 

 
13 分 6 

 
13 市 292 

 
13 習 81 

 
14 計 362 

 
14 大 14 

 
14 会 44 

 
14 練 420 

 
15 図 159 

 
15 素 604 

 
15 自 30 

 
15 本 17 

 
16 線 285 

 
16 流 176 

 
16 見 7 

 
15 行 31 

 
17 面 127 

 
17 生 11 

 
17 学 35 

 
17 美 229 

 
18 問 115 

 
18 質 250 

 
18 県 276 

 
17 英 613 

 
19 点 97 

 
19 中 12 

 
19 世 102 

 
19 由 285 

 
20 辺 476 

 
20 見 7 

 
20 民 355 

 
20 次 52 

 
21 直 209 

 
21 合 25 

 
21 政 808 

 
21 意 27 

 
22 円 613 

 
22 日 13 

 
22 分 6 

 
22 使 37 

 
23 積 632 

 
23 出 10 

 
23 化 173 

 
23 詞 98 

 
24 人 1 

 
24 入 62 

 
24 場 38 

 
24 生 11 

 
25 答 307 

 
25 液 1395 

 
25 方 15 

 
25 見 7 

 
26 三 41 

 
26 発 64 

 
26 水 91 

 
25 例 89 

 
27 等 831 27 光 207 27 域 742 27 何 55 
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［資料５］ 各教科特徴漢字 出現頻度・文例集 

［資料５］は、［資料４］をもとに、国語以外の各教科での出現頻度は高いが、国語では

あまり見られない漢字とその文例をまとめたものである。こうした他教科の学習内容に深

くかかわる漢字を、他教科の学習事項と連関させる形で、国語科の中で指導していくべき

だと考えている。例えば、数学（算数）上位の漢字、「算」は、今年度採択の M 社の国語の

教科書を見ると、小学 2 年生の「ことばの指導」のページに、「算数」という単語が挙げら

れているのみで、その「算数」という単語 1 語をもって、「算」という新出漢字を学ぶこと

になっている。それよりは、［資料５］で示したような文脈（「たし算のしかたを考えよう」

など）の中で、学ぶことができたほうが、子どもたちにとってより有意義である。 

また、［新規］漢字には、主に都道府県名で用いられる漢字（阪、奈など）が新たに加え

られている。学年別漢字配当表に配当された漢字ではないこれらの漢字は、国語科では中

学校で、新出漢字として扱うことになる。しかし一方で、新しい小学校学習指導要領社会

では、［第 3 学年及び第 4 学年］の段階で、都道府県名の指導を行うことが明記されている。

子どもたちが社会科で、興味関心をもって都道府県名を学ぶその時に、国語科で、都道府

県名の漢字を指導することができれば、小学生の学習全体に一貫性を与えることができる。 

このように、他教科の学習内容を国語科の教科書教材に意欲的に取り入れていくことに

よって、子どもたちの知の連関が、国語を基軸に生まれていくはずである。 

 

［資料５］ 各教科特徴漢字 出現頻度・文例集(一部) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

数学 種類 配当 小中計 小計 中計 文例 

算 教育 2 1619 1352 267 たし算のしかたを考えよう。 ひっ算でしましょう。（小２） 

等 教育 3 566 174 392 この＞，＜のしるしを不等号といいます。（小３） 

倍 教育 3 424 343 81 何倍かをもとめるときは，わり算を使います。（小３） 

値 教育 4 348 52 296 この本の値段は，雑誌の値段の５／３倍です。（小６） 

       
理科 種類 配当 小中計 小計 中計 文例 

酸 教育 5 876 297 579 ホウ酸のとけかたを調べよう。（小５） 

液 教育 5 569 225 344 ヨウ素液にひたす。（小５） 

管 教育 4 312 128 184 色水を入れた試験管。（小４） 

炭 教育 3 310 96 214 石油や石炭などは，便利なエネルギー（小４） 

塩 教育 4 277 165 112 氷に，水と食塩をまぜたものをかける。（小４） 

       
社会 種類 配当 小中計 小計 中計 文例 

政 教育 5 880 134 746 大使館や政府観光局から資料を送ってもらう。（小５） 

域 教育 6 793 129 664 工業地域を京葉工業地域というんだね。（小５） 

権 教育 6 660 96 564 人権や報道被害の問題も頭に入れて，（小５） 

府 教育 4 601 126 475 〔 〕は，都道府県をしめしています。（小３・４） 
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今回は、「教科書コーパス」と、常用漢字表の改定の際に使用された、「漢字出現頻度表

順位対照表」のデータをもとに資料を作成した。今後は「現代日本語書き言葉均衡コーパ

ス」を用いて、より、社会生活に必要な漢字の選定を行っていきたい。また、「教科書コー

パス」のデータも更新していく予定である。さらに、他教科の学習内容を取り入れた、国

語科における教材化の具体案を今後提示していくつもりである。 

 

３．文学教材の語彙指導 

 教科書の文学教材には、脚注欄に、文やイラストなどで説明の施される語句（以下、「語

注語句」と呼ぶ）と、語彙の学習を行うための語句（以下、「注意語句」と呼ぶ）が配置さ

れる。語注語句は、生徒の本文読解を補助する役割を持つ。逆に言えば、大人が、そのま

までは子どもたちが理解できないであろう、読解のために解説が必要であろうと考える語

句に注が付けられていることになる。また注意語句は、その語句を用いて類義語や対義語

などの語彙の学習を行うために列記される。つまり教材中の注意語句は、社会生活を行う

上で習得が必要な語句であると判断されていることになる。 

 それらの妥当性を判断するために、「語彙レベル」を使用する。特に、流通実態（図書館）

サブコーパスの、書籍における語彙レベル（以下、「レベル_LB」と記す）と語注語句、注

意語句との相関について述べる。流通実態（図書館）サブコーパスは、公共図書館のデー

タを基に、書き言葉の流通の実態を反映させた、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」 を

構成する一つのサブコーパスである。そこでのレベルが高いということは、社会で流通し

ている、つまり社会生活上重要度が高い語句ととらえることができる。逆にレベルの低い

語句は、社会生活上重要度が低く、子どもたちが、知らない、理解できない語句である可

能性が高いと言える。従って役割から考えれば、語注語句は、レベル_LB の下位(d・e)で

あり、注意語句はレベル_LB の上位(a・b)であることが妥当であると考えられる。 

 このような観点から、教材「羅生門」及び教材「走れメロス」の語彙を分析した結果を

資料として提示する。 

 尚、こうした文学教材の語彙の検証にはすでに、田中(2011)による中学校教科書定番教

材の「尐年の日の思い出」の語彙研究や、鈴木(2011)による、本発表でも扱う、中学校の「走

れメロス」の語彙研究などがある。 

 

［資料１］「羅生門」の語注語句 

教材「羅生門」の語注語句を、レベル別に掲げたのが［資料１］である。語句の多くは

レベル_ LB の d・e に相当するものが多い。ただ中には、「山吹」や「きりぎりす」といっ

た一見平易と思われる語も下位にある。大人には馴染み深く感じられる動植物の語彙が、

現代語の流通実態としてすでにあまり見られなくなっていることが分かる。 

 

レベル_ＬＢ 語注語句 

ａ （該当なし） 

ｂ 楼 太刀 鞘 

ｃ 烏帽子 朱雀 局所 申 くさめ やもり しらみ 蟇 

ｄ 下人 検非違使 きりぎりす 弩 羅生（門） 太刀帯 

ｅ 旧記 洛中 狐狸 低回 築地 丹塗り 市女（笠） 山吹 甍 火桶 
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［資料２］「羅生門」の語彙と語彙レベルの相関 

 教材「羅生門」の主な語彙をレベル別に示したものが［資料２］である。下線部は、［資

料１］で示した語注語句に当たる。レベル下位の語彙の中には、生徒が「知らない」など

とは思いもよらない語彙が見られる。例えば「羅生門」の冒頭文の語彙レベルは以下の通

りとなる。 

ある日の暮れ方(e)のことである。一人の下人(d)が，羅生(e)門の下で雨やみ(e)を待っていた。 

 「下人」、「羅生門」は語注語句である。一方「暮れ方」、「雨やみ」に語注を付ける教科

書はない。しかしレベル_ LB において「下人」は d、「羅生（門）」「暮れ方」「雨やみ」は e

といずれも現代語においてほとんど流通していない語彙であることが分かる。「下人」、「羅

生門」と同様に、「暮れ方」、「雨やみ」も、生徒にとって「知らない」、「見たことがない」

語彙である可能性が高いことになる。そのように考えると、この冒頭文は、読み馴染んだ

大人（教師）が思う以上に、生徒にとっては難文である可能性がある。 

 また、こうした語彙レベルをもとに語注語句、注意語句の選定を行っていくことで、客

観性と統一性のある、文学教材における語彙指導を行うことができるようになる。 

 

［資料２］「羅生門」の語彙と語彙レベル 

レベル_ＬＢ 羅生門の語彙 

ａ 

（漢語）人 門 匹 以上 市 地震 料 始末 習慣 気味 近所 たくさん 

勿論 段 主人 当時 適当 模様 影響 けしき 次第 手段 死 道 結局 

当然 積極 勇気 風 遠慮 範囲 数 人間 事実 人形 部分 一層 瞬間 

感情 多分 恐怖 呼吸 記者 丁度 同時 問題 合理 自分 無言 無理 

全然 意志 支配 意識 得意 満足 役人 現在 大体 意味  

ｂ 

（漢語） 火事 仏像 金銀 修理 胡麻 糞 紺 格別 途方 肯定 楼 草履 

死骸 好奇 老婆 悪 反感 未練 執拗 明白 生死 憎悪 成就 時分 平

凡 先方 寸  色 白髪（和語） 太刀 鞘  

 

ｃ 

（漢語）円柱 烏帽子 飢饉 死人 点々 永年 朱雀 局所 臭気 嗅覚 木片 

善悪 勝敗 眼球 円満 肉食 失望 侮蔑 気色  

（和語）申 蟋蟀 大路 さびれる 打ち砕く 盗人 点々 引き取る 棄てる 

棲む 飛びまわる 上の空 夕焼け にきび くさめ（くしゃみ） やもり 暇 

吹き抜ける 虱 蟇 大股 目下 鋼 安らか 見下す 鬘  

ｄ 

（漢語） 格別 衰微 余波 大儀 中段 下人 検非違使 存外  

（和語）きりぎりす 雨風 床板 弩 手荒い 

（固有）羅生（門） 太刀帯 

e 

（漢語）旧記 仏具 箔 洛中 狐狸 刻限 低徊 逢着 腐爛 暫時 語弊 

    冷然 

（和語）雨やみ 築地 暮れ方 丹塗り 市女（笠） 山吹 甍 火桶 干魚 

 白髪頭 喉仏 

 

［資料３］「走れメロス」の語注語句（○）と注意語句（●）（レベル e） 

 ［資料３］［資料４］は、各社の中学校教科書における、教材「走れメロス」の、レベル

別の語注語句と注意語句の一覧である(一部)。「走れメロス」は全社掲載の定番教材である。
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しかし語彙指導の観点は必ずしも一致していない。また、同じレベルでも、語注語句とさ

れるものと注意語句とされるものとがあり、今後その妥当性を検証していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［資料４］「走れメロス」の語注語句（○）と注意語句（●）（レベル a） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

 コーパスから得られる情報を照射することで、国語科の指導に新たな展望が開けてくる。 

この確信を形に変えるべく、今後も提言を続けていきたいと考えている。 
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『特定領域研究「日本語コーパス」言語政策班報告書 言語政策に役立つ、コーパスを用いた語彙表・

漢字表等の作成と活用』pp.77-88 
田中牧郎（2011）「『尐年の日の思い出』の語彙指導」前同、pp.195-204 

鈴木一史（2011）「学習意識と語彙～実生活で生きてはたらく語彙～」『教育科学国語教育 No.736』明治

図書、pp.84-87 

  M社 K社 T社 S社 G社 レベル_LB 

竹馬の友 ● ● ● ● ● e 

乱心  ●    e 

巡邏 ○ ○ ○ ○ ○ e 

悪びれる  ●    e 

私欲 ●     e 

無二 ● ● ●  ● e 

やつばら   ○   e 

車軸（を流す） ○ ○ ○ ○ ○ e 

喜色  ●    e 

信実 ○ ● ● ● ● e 

照覧 ○ ● ○ ●  e 

胴震い  ●    e 

五臓 ○ ● ○  ○ e 

残光  ●    e 

刑吏  ○  ○ ○ e 

 

 

  M社 K社 T社 S社 G社 レベル_LB 

正当 ●  ●   a 

まさしく ●     a 

精神   ●   a 

まさか ●     a 

義務  ●  ●  a 

徐々（に）   ●   a 

 

42


	漢字・語彙指導の根拠としてのコーパスの役割（河内 昭浩）
	１．はじめに
	２．指導すべき漢字の選定
	３．文学教材の語彙指導
	４．まとめ
	文献



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




